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アドミッション・ポリシー（入学者受入方針） 
 

本学大学院は、生物とその生命現象、農学と農業生産について深く学び、人類が現在直面する諸課

題、生命、資源、食料、環境について、問題点を実践により理解し、自ら解決する意欲を持つ学生を 

求めています。人と自然環境、人と生物、生物と自然環境、それぞれの間にある関わり合いを科学的

に探求し新しい理念を打ち立て、それを地域社会へと還元し役立てる。そのような高い志をもち、清

新、闊達、進取の気運に満ち溢れた若人が集うことを、望んでいます。 

 

生産科学専攻 

動植物の生理と生態を、集団、個体、細胞、遺伝子レベルで理解し、バイオテクノロジーなどの先

端科学技術を活用して、生物資源が持つ有用機能を利用する生産技術の開発などについて教育と研究

を行います。知識の習得に加え実験実習等を取り入れた総合的な教育研究を通じて、企業的農業経営

者や地域農業の担い手の育成および自然・経済資源の最適利用とそのための制度・政策形成に資する

専門的な能力を獲得することなどを目指します。このような目的に対し高い意識を持って｢自ら目標

を設定し、問題を見つけ出し解決していく能力を育む｣ことに積極的な、そして生物の存続・持続や

多様性を維持し、生態系や社会経済制度とバランスのとれた生物生産･食料増産に取り組む高度専門

技術者、研究者を目指す、高い志を有する人材を求めます。 

 

環境科学専攻 

自然と人間が共生・共存する持続的な地域社会の実現を目的とした教育と研究を行います。土壌・ 

水・大気等の基盤的環境、生物的・社会的環境についての研究を行い、自然環境の保全と修復、自

然環境と調和した農業や地域資源の利活用を実現できる幅広い視野と豊かな創造力、的確な判断力

を有する高度な専門技術者、研究者を養成します。これらの目標に向かって高い志を有して自己研

さんできる人材を求めます。 

 

食品科学専攻 

人と生物、人と自然との共生の理念に基づき、バイオテクノロジーなどの先端技術を活用し、食 

品の新しい製造・流通技術の開発、安全で安心な食の確保や食品機能の解析による健康の維持増進

を発展させるための教育と研究を行います。食品に関する専門的な知識と技術を備え、産業界の研

究開発部門などで活躍できる高度専門技術者、研究者の養成を目指します。目標を持って研さんす

る志があり、挑戦の精神がみなぎる人材を求めます。 

 

応用生命科学専攻 

最新の高度なバイオサイエンスに関する知識、バイオテクノロジーの先端技術、植物や微生物によ

る生物生産、環境保全、エネルギー生産などについて教育と研究を行います。バイオサイエンス、バ

イオテクノロジーの研究を通じて、それらに対する理解を深めることに意欲的な人材、その有効利用

を環境や人間心理との調和をはかりながら実現することに意欲的な人材、生物資源産業の振興や地域

社会の発展に貢献できる高度専門技術者、研究者を目指す、高い志を有する人材を求めます。 
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１ 募集人員 

研 究 科 専 攻 
入学 

定員 

募集人員 

推薦入学選抜 

生物資源環境学     

研究科 

生 産 科 学 ８名 ４名程度 

環 境 科 学 ８名 ４名程度 

食 品 科 学 ８名 ４名程度 

応用生命科学 ８名 ４名程度 

合    計 ３２名 １６名以内 

        ※入学定員には推薦入学選抜のほかに、一般選抜、社会人特別選抜、外国人留学生特別

選抜の募集人員が含まれます。 

        ※出願にあたっては、希望する研究領域の担当教員と事前に相談してください。 

        ※各専攻の研究領域・研究分野については 3ページ以降を参照ください。 

 

２ 出願資格 

本学を令和 3年 3月に卒業見込みの者 

 

３ 推薦要件 

   次の成績基準を満たし、在籍している学科の長または指導教員から推薦を得られる者で、合格

した場合入学を確約できるもの 

【成績基準】 

次の（1）または（2）に該当することを推薦要件とする 

（1）所属学科内の成績順位が上位 1/3 以内であるもの 

（2）３年次終了までの専門科目の GPA が 2.5 以上のもの 

 

４ 選抜方法 

 入学者の選抜は、TOEIC Listening & Reading 公開テストのスコア（および TOEIC L&R IP テ

ストのスコア）、学内成績、面接および自己推薦書の内容を総合的に判定して行います。 

 

５ 試験科目等 

試験科目 出 題 説 明 等 

英  語 

英語 TOEIC Listening & Reading 公開テスト[第 233 回]～[第 251 回]

のいずれかを受験し、かつ本学が別途募集要項で指定する期日までに

Official Score Certificate（公式認定証）を提出すること。 

※今年実施予定の TOEIC 公開テストが新型コロナウイルスの影響によ

り、相次いで中止になっている事情を鑑み、本学で実施する TOEIC 

L & R IP テストのスコアの利用も可とする。 

TOEIC L & R IP テスト、TOEIC S & W、TOEIC Speaking、TOEIC Writing、

TOEIC Bridge Test のスコアは不可。 

学内成績 学部 3年後期までの成績を数値化したものを利用。 

面   接 志望する専攻ごとに実施。 

 

６ 出願期間および面接期日 

出 願 期 間 面 接 期 日 

令和 2 年 7 月 15 日(水)～ 7 月 22 日(水) 令和 2 年 7 月 31 日(金) 
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７ 学力検査等の配点 

英 語 学内成績 面 接 合 計 

100 100 100 300 

（注１）英語は TOEIC Listening & Reading 公開テストの公式スコア（および TOEIC L & R IP テストのスコ

ア）990 点満点を 100 点に換算します。 

（注２）面接の配点には出願書類の評価を含みます。 

 

８ 合格発表期日および入学手続期間 

合格発表期日 入 学 手 続 期 間 

令和 2 年 8 月 6 日(木) 令和 2 年 8 月 17 日(月) ～ 8 月 21 日(金) 

 

９ 試験会場 

    石川県立大学 

〒921-8836 石川県野々市市末松１丁目 308 番地 

    ＴＥＬ  076-227-7408 

 

１０ 研究領域 

 各担当教員の研究内容については、本学ホームページを参照ください。大学院・各専攻紹介の 

ページからリンクがあります。  （https://www.ishikawa-pu.ac.jp/） 

 

 

（１）生産科学専攻         
研究領域 研 究 内 容 担当教員<研究分野> 

植 物 基 礎 植物の栄養や環境要因に対する応答および植物と植
物病原微生物との相互作用等を生態、生理、遺伝学的
に理解し、細胞および個体レベルにおける内因的な情
報伝達や遺伝的過程を生化学的、分子生物学的に解析
します。さらに、植物の生長等の制御機構や集団レベ
ルでの動態を総合的に解明し、機能性、安全性、生産
性の向上を目指す教育研究を行います。 

准教授 高木 宏樹 
<植物育種学> 
教 授 関根 政実 
<植物分子生理学> 
准教授 弘中 満太郎 
<応用昆虫学> 
准教授 髙原 浩之 
<植物病理学> 

植 物 生 産 食用作物、産業資源作物、飼料作物、園芸作物およ
び有用資源植物の生態、生理、遺伝学的特性とそれら
の環境応答を解明し、植物の有する物質生産機能を最
大限に発現させるための新規生産技術の開発と生産体
系の構築に関する研究教育を行い、一次生産に関わる
理論の構築と技術を確立し、地場産業の活性化を目指
しています。また、作物生産予測モデルの開発と応用
を通じて地域規模、地球規模での作物生産に関わる問
題に取り組む教育研究を行います。 

准教授 塚口 直史 
<作物生産学> 
准教授 坂本 知昭 
<作物生理学> 
教  授 村上 賢治 
<蔬菜園芸学> 
教 授 福岡 信之 
<蔬菜園芸学(農場)> 
准教授  片山 礼子 

<果樹園芸学> 
准教授  高居 恵愛 

<果樹園芸学(農場)> 

動 物 生 産 最新の発生工学的技術を用いた家畜等の改良、増殖
や希少野生動物の増殖、および資源動物の飼育や栄養
管理の基礎理論や技術、さらには飼料資源の特性やそ
の有効利用に関連した栄養生理、などに関する教育研
究を行います。また、分子、細胞レベルから個体およ
び集団レベルに至るまでの動物が持っている多様な特
性を把握して、環境に調和した持続的な動物生産技術
体系の構築に資することを目的とする教育研究を行い
ます。 

教 授 平山 琢二 
<動物管理学> 
教 授 橋谷田 豊 
<動物繁殖学> 
助 教 浅野 桂吾 
<動物栄養学> 

生物資源管理 農林水産物の生産と生産に必要な労働､肥料､機械と
いった経済資源や土地､水､大気､森林､海洋などの自然
資源の有効利用と管理の方法について、圃場､農家､地
域､国､世界の視点から教育研究します。また、生産科
学専攻の他領域および他専攻の教育研究と連携し、農
林水産業における高齢化､過疎化､耕作放棄､森林崩壊､
資源の枯渇､集落の衰退といった問題への対策、大規模
企業的農家の形成などについての教育研究を行いま
す。 

准教授 大角 雅晴 
<生産システム学> 
教 授 金  成㙾 
<生物資源経営学> 
准教授 住本 雅洋 
<生物資源経済学> 
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（２）環境科学専攻 
 

研究領域 研 究 内 容 担当教員<研究分野> 

田園資源活用 大気、土壌、水など田園を取り巻く環境を形成する物
理・化学量のフラックスを把握・評価し、人の生活と生
産にとって健全な大気・水・土壌環境の形成と自然との
調和を図るための技術の総合化やシステム化を通じて
低炭素社会の構築に関する教育・研究を行います。 

教 授  瀧本 裕士 
<環境利水学> 
准教授 皆巳 幸也 
<大気環境学> 
准教授 百瀬 年彦 
<農地環境学> 
講 師 勝見 尚也 
<土壌環境学> 

生物環境保全 豊かな自然環境の保全と人と自然が共生できる持続
的社会の実現に向け、植物、動物、微生物の生態、特に
植物と動物の相互作用、里地・里山における生物多様性
の保全とその維持機構の解明、微生物・植物間の相互作
用の分子生物学的解明、野生動物の保全と被害管理のた
めの教育・研究を行います。 

教 授 大井  徹 
<動物生態学> 
准教授 北村 俊平 
<植物生態学> 
准教授 田中 栄爾 
<微生物生態学> 
 

水環境管理 持続可能な食料生産や農業・農村の多面的機能の発揮
のために、人の安全、景観及び生態系に配慮した農業水
利施設の保全と管理、並びに自然災害、気候変動及び人
間活動による環境負荷に対して強くてしなやかな地域
水環境システムの構築と管理に関する農業農村工学の
教育・研究を行います。 

教 授 一恩 英二 
<地域水工学> 
教 授 森  丈久 
<地域施設学> 
准教授 藤原 洋一 
<地域水環境学> 
講 師 長野 峻介 
<水利システム学> 

里山里海創生 人と自然が共生し、安全で活力と魅力にあふれる地域
社会を形成するため、リモートセンシングや地理情報シ
ステム（GIS）などを駆使し、里山里海創生に関わる環
境情報の収集と解析、生態系を基盤とした防災・減災技
術の開発や社会資本整備のための技術開発、地域再生の
ための計画理論・法制度・実践手法などの教育・研究を
行います。 

教  授  柳井 清治 
<流域環境学> 
准教授  山下 良平 
<地域計画学> 
准教授 上野 裕介 
<緑地環境学> 
 

 

（３）食品科学専攻 
研究領域 研 究 内 容 担当教員<研究分野> 

食 品 基 礎 生化学および物理化学を基盤として、食品構成成分と
しての生体低分子、高分子について研究し、その成果を
安全で健康促進に役立つ食品開発、設計に応用するため
の教育研究を行います。また、食品流通や食品産業など
から構成される食品供給システムの特徴と課題を、６次
産業化や地域ブランド化にも着目しながらマーケティ
ング論、流通論などを活用して理解・解明し、その成果
を食と農の効果的な結びつき方に応用するための教育
研究を行います。 

准教授 本多 裕司 
<食品素材科学> 
教 授 小椋 賢治 
<生体分子機能学> 
教 授 小林 茂典 
<食品ビジネス学> 
 

食 品 製 造 県産を含めた内外の食品材料の化学的・物理的特性を
解明・理解すると共に、食品加工における様々な単位操
作の原理と応用に関する知見を基に、既存の食品加工法
の改良、生体触媒を利用した新たな食品素材や食品の創
出、新しい原理に基づく加工法の創出、食品材料、未利
用資源の有効利用、鮮度保持や品質保持などの流通保全
技術について教育研究を行い、当分野の研究開発をリー
ドする人材の育成を図ります。 

教 授 長野 隆男 
<食品製造開発学> 
講 師 藤田 萩乃 
<食品加工学> 
准教授 小栁  喬 
<食品微生物学> 
准教授 島  元啓 
<食品製造工学> 

食品栄養化学 

 

栄養やおいしさ、生体調節機能に関する食品成分につ
いて、分析機器や細胞、動物実験により評価し、食品が
有する３つの機能について総合的に科学する教育研究
を行います。また、食品成分の新しい分析技術や栄養機
能評価法の開発についての研究を行います。さらに、得
られた知見に基づいて付加価値の高い新規食品の開発
や機能性食品および機能性食品素材の創製を目指しま
す。 

 

教 授 榎本 俊樹 
<食品化学> 
准教授  吉城 由美子 
<食品栄養学> 
准教授 東村 泰希 
<食品生化学> 
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食品安全健康 

 

安全・安心な食品を製造・流通させるために必要とさ
れる食品安全マネジメントシステム、食中毒制御技術、
食品衛生に関わる微生物や化学物質の迅速分析技術に
ついての教育研究を行います。また、食品が有する保健
効果と機能性成分の分析に関する研究を行います。これ
らの教育や研究を通じて、食の安全・安心、および人々
の健康維持・増進に貢献できる人材の育成を目指しま
す。 

教 授 松本 健司 
<食品機能科学> 
講 師 関口 光広 
<食品分析学> 
准教授 中口 義次 
<食品管理学> 
准教授 西本 壮吾 
<食品衛生学> 

 

（４）応用生命科学専攻 
研究領域 研 究 内 容 担当教員<研究分野> 

遺伝子機能

  

植物が持つ無限の可能性の解明と利用に遺伝子レベ
ルから取り組んでおり、植物特有の有用物質の生合成遺
伝子の構造や機能およびその生産機構を解明し、付加価
値の高い機能性物質を生産する植物を創生するほか、植
物における有用タンパク質の効率生産に向けた遺伝子
導入ベクターの開発研究も行います。これらを通して、
バイオテクノロジーに関する一流の研究者や技術者の
育成を目指します。 

教  授  三沢 典彦 
<代謝工学> 
准教授 森  正之 
<植物遺伝子工学> 
准教授 竹村 美保 
<植物遺伝子工学> 
助 教  中谷内 修 
<植物遺伝子工学> 

植物細胞工学 21 世紀後半に予想されている爆発的な人口増加によ
る食料問題の解決を目指し、実用植物（作物）を研究対
象に、遺伝子組換え技術と組織培養技術を駆使し、育種
素材の研究開発を行います。さらに、生物工学的手法を
用い、人間の暮らしに潤いを与える園芸植物の研究開発
を行うほか、地域に密着した有用な稀少植物を保全・開
発する研究を行います。 

教 授 小林 高範 
<植物細胞工学> 
准教授 大谷 基泰 
<植物細胞工学> 
准教授 濵田 達朗 
<植物生理学> 
 

微生物機能 微生物は､多様な環境に適応し、さまざまな能力を発
揮します。その機構を遺伝子や酵素などの分子レベルで
解明し、それらの構造と機能を解析します。さらに、そ
の成果を活用して、遺伝子や酵素機能の高度化を行い、
多糖や複合糖質、植物アルカロイドなどの有用物質の生
産などの応用開発研究を行います。また、乳酸菌などの
有用菌の生理機能を解析して応用に資する研究を行い
ます。 

准教授  南   博道 
<応用微生物学> 
講 師 中川  明 
<応用微生物学> 
講  師 松﨑 千秋 
<応用微生物学> 
 

環境生物ｼｽﾃﾑ 廃棄物の発生抑制やリサイクル、そしてライフスタイ
ルを考え、循環型社会のあり方について研究を行いま
す。また、生物工学的、環境微生物学的、および代謝工
学的手法による水質・土壌・大気の浄化、草木系および
海洋バイオマス有効利用などの研究開発を行います。微
生物を活用した環境浄化技術やバイオエネルギー（水
素、メタン、ディーゼル燃料、ジェット燃料）や高付加
価値化合物の生産の研究、さらに様々な環境を想定した
環境浄化のシミュレーションも行います。 

教  授 河井 重幸 
<環境微生物学> 
講  師  楠部 孝誠 
<環境システム工学> 
講  師 馬場 保徳 
<環境微生物学> 
 

 

 

 

 

１１ 学生募集要項の配付 

   出願手続の詳細は、大学院推薦入試学生募集要項で必ず確認してください。 

学生募集要項の配付は、令和 2年 6月中旬から行います。請求方法は、本学での交付か郵送で

の請求となります。郵送を希望する場合は、要項名（大学院博士前期課程 推薦入試）を明記し、

返送用として 210 円分の切手と角形２号封筒(Ａ４サイズ入、返送先を記載)を同封した郵便を、

下記問い合わせ先まで送付ください。 

  ＝問い合わせ先＝  石川県立大学教務学生課 E-mail  kyoumu@ishikawa-pu.ac.jp 

             〒921-8836 石川県野々市市末松１丁目 308 番地 
               TEL 076-227-7408  FAX 076-227-7410 


